
１　カトリックの息衝く祈りの島、新上五島町
　長崎市や佐世保市から60 ～ 100キロメートル沖の西方海上に浮かぶ大小140余りの島々が五島列島。そ
の五島列島の北半分、地図で言えば上半分が新上五島町となります。南半分は五島市です。上五島は、中
通島を中心に７つの有人島と60の無人島からなり、山がちな地形のなかに29のカトリック教会が点在しま
す。昭和40年代までは35の教会があったというから島の面積を考えれば随分な数になります。町の人口の
４人に１人はカトリック信徒であり、上五島の地にいかにカトリックが息衝いているかが伺い知れます。

２　「頭ヶ島の集落」の歩んだ道
　その上五島の７つの有人島のひとつである頭ヶ島には縄文、弥生時代には海岸を利用した遺跡がありま
すが、その時代以降、集落を形成した記録が無く、無住の島として近世を迎えます。そして江戸時代も後
半を過ぎた頃から開拓が始まり、人が定住する有人島の歴史が始まります。1858（安政５）年、五島の久
賀島出身で仏教徒の前田儀太夫は、鯨組の関係で上五島に来ましたが、事業の不振からか頭ヶ島開拓を画
策し、代官の許可を得て入植しました。同時に開拓の仲間を募りますが、その頃の頭ヶ島は当時流行した
病気の療養地だった場所で人が集まりませんでした。翌年になり、ようやく数組の家族が入植しましたが、
その家族は大村藩外海地方より五島藩へと移住をした禁制のキリシタン宗門の人々でありました。開拓指
導者としての儀太夫は、頭ヶ島の中では条件の良い土地に拠点を置きましたが、開拓が進み新たなキリシ
タンが入植を始めると、島内の別の土地にもキリシタンの集落が形成されました。そこでは、キリシタン
の移住元である大村藩外海地方で培われた石積み技術を駆使した段畑や、石積壁の小屋、石段、水路など
が築かれました。漁業権を待てない当時は、急な斜面に開かれた段畑で痩せた土地でも育つサツマイモが
栽培され、厳しくも日常の糧となりました。
　1865（元治２）年３月17日、世界の宗教史に残る大浦天主堂における信徒発見のドラマがありました。
その２年後の1867（慶応３）年、上五島のキリシタン指導者であったドミンゴ松次郎が上五島の本島にあ
たる中通島より頭ヶ島の白浜地区に移住することになりました。その頃の頭ヶ島は人口が130人ほどに増え、
白浜地区に建てられた松次郎の自宅は仮聖堂や伝道所として兼用され、長崎の大浦天主堂からクザン神父
が招かれミサも行なわれました。すると五島列島各地からキリシタンが大挙して集まり、あたかも頭ヶ島
は五島キリシタンの一大拠点のような場所になったのです。
　キリシタンにとって、念願の日々となったのも束の間、皮肉なことに直後の1868（明治元）年、明治新
政府により「五島崩れ」と呼ばれる大規模なキリシタンの捕縛検挙により、頭ヶ島は再度、前田家を残し
て無人に近い島となってしまいました。捕縛されたキリシタンに対し、三ヶ月ほど厳しい取調べと改宗要
求が続いたといいます。
　その後、このような非人道的な振舞いに対して諸外国からの抗議が強まり、1873（明治６）年、明治政
府はキリスト教禁制の札を降ろしキリスト教黙認の状況になると、頭ヶ島にも徐々に人が戻るようになり
ました。
　1887（明治20）年になり、頭ヶ島ではカトリックの教会組織が設立され、同時に木造の簡素な教会堂が
建てられました。したがって、この時点でキリシタン信仰を続けていた頭ヶ島の人々は正式にカトリック
に復帰したことになります。すなわち頭ヶ島におけるキリシタン信仰の終焉ということになり、大浦天主
堂における信徒発見から22年後のことになります。

長崎支部　髙橋　弘一

世界遺産 長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産

頭ヶ島の集落と頭ヶ島天主堂長長崎崎灯灯台台足足元元灯灯（長（長崎県崎県の建の建築築史）史）
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３　頭ヶ島天主堂（国指定 重要文化財）
　1910（明治43）年頃になり、簡素な木造教会堂の老朽化からか今度は石造として教会堂が着工されまし
た。当時の奈摩内教会（現在の青砂ヶ浦教会）を拠点にしていた大崎八重神父の発注により着工されたと
いい、約10年の期間を経て1919（大正８）年に現在に続く石造教会堂が完成しました。
　設計は数多くの教会堂建築を手掛けた上五島出身の鉄川與助で、壁の構造に頭ヶ島周辺より産出される
砂岩が使われた教会堂です。当時の近隣の採石場における切出作業や運搬は対岸集落の職人が担い、石壁
の積み上げにあたっては長崎から「佐藤」という石工棟梁を招いたようで、近隣集落からも石工職人が参
加しました。それに加えて、頭ヶ島の信徒も工事に参加しました。現代と比べると非常に危険な工事環境
であったことは容易に想像され、足場のいちばん高いところから石材を落としたり、運搬作業で腰を痛
め、後年まで痛みを引きずった人もいたといいます。
　この教会堂はそれほど規模が大きくない建物ですが、工事に足掛け10年もの時間を要したのは資金不足
による工事の中断が数回あったからといわれます。資金が尽きると工事を止め、資金集めに苦慮したとい
います。
　頭ヶ島教会堂の壁面は切石を水平に並べて積み上げ、表面を意図的に粗くしたルスティカ式（こぶ出
し、粗石積）といって、目地まわりが意匠的に深く掘り込むように整形されているので、深い陰影を生
み、より力強く、縦横が整然として見えます。正面には鉄川與助が好んで用いたといわれる八角平面の
ドーム屋根を載せた塔屋を設けますが、塔屋部分は本体部と比べるとバランスが不釣合いで、少し大きい
ような印象があります。これにはどうも理由があるようです。塔屋は初めからの計画に無かったようで、
竣工近くになって頭ヶ島の信徒の要望からか、計画を変更し、後から加えたためで、鉄川與助の手帳では
大正８年に塔の部分を加えた旨の記述が読み取れます。よく見ると、正面の窓位置の不自然な収まり具合
や飾り帯の食い違いが見られます。正面側の窓は内部から見たときには非常にバランスの取れた位置に収
まっていますが、塔屋を後から設けたために外部の正面から見たときには少し不自然な位置に収まること
になったようです。
　外部から見たときに気が付くこととして、他にいくつかありますが、まずひとつめは外壁の石材表面に
彫られた漢数字があります。石の壁にはノミで「四九五」などと多くの漢数字が刻まれていますが、おそ
らくは石材の長さを示していると考えられます。（例えば四九五ならば４尺９寸５分）ただし、一般的に
このように組み立てなどに関わる番号や記号は見え隠れの場所に付けられることが通例であるので、石壁
の化粧面に彫り込まれた理由がわかりません。ふたつめとして興味深いのが床下換気口です。当初は侵入
防止用の鉄製の金物が付いていたようですが、現在は全て欠失しています。おもしろいのはその開口部の
大きさで、鉄川與助の数ある教会堂のうち、初期の作品の床下換気口はその開口面積が小さく造られてい
ます。彼自身の作品を年代順に追って観察すると、後になるほど開口面積が大きくなる傾向があります。
1908（明治41）年建築の野首教会堂や1910（明治43）年建築の青砂ヶ浦教会堂と1919（大正８）年建築の
頭ヶ島教会堂では面積でいえば４倍ほどの違いがあります。頭ヶ島は石の成（高さ）が30㎝ほどあって、
その寸法に開口部高さ方向を揃えていることもありますが、1916（大正５）年建築でレンガ造の大曽教会
堂も頭ヶ島教会堂とほぼ同じ大きさです。経験を重ねるごとに設計者である鉄川與助の換気口に対する考
え方が変わってきていることが判ります。

頭ヶ島天主堂　正面窓 石壁に刻まれた漢数字（四九五）頭ヶ島天主堂　正面窓（内部）
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　室内は独立柱による列柱をもたない単廊式の一室構成で、折上天井を二重の持ち送りで支えた独特のデ
ザインで構成されています。よく建築専門家の間では「ハンマービーム構造」などといわれていますが、
本来のハンマービームのような片持ち梁工法とは少し異なるようで、構造的にはやや安定に欠けるものと
なっています。この室内構成はデザインに変化をもたらすと同時に、柱を抜くことで小さい堂内を少しで
も広く使いたいという意図があります。加えて、天井も持ち送りで効果的に上げているため、広く、高く
感じられます。したがってこの堂内構成により、頭ヶ島教会堂の決して広いとは言えない堂内が空間的に
大きく見えることになります。
　頭ヶ島教会堂の大きな特徴のひとつに外観と内観の対比があります。外から見ると石造りで力強く男性
的に見えます。ところが、一歩室内に入ると天井や持ち送りなど随所に花模様の飾りが配され、色彩の効
果もあって、かわいらしく優しい女性的な空間に見えます。これは、設計者の意図するところではないで
しょうか。
　また、室内では向かって正面の壁沿いに据えられた古い祭壇にも特徴があります。現在は祭式が変わ
り、ミサの時には司祭が信徒と対面する方式になりましたので壁沿いの祭壇は使わず、内陣と外陣の境界
にある机状の祭壇を使用します。昭和30年代以前は司祭が信徒に背を向け、壁沿いの祭壇に向かってラテ
ン語で祈りを上げていました。
　この古い祭壇は建物本体から半年ほど遅れた時期の製作ですが、デザインや大きさが、北魚目にある江
袋教会の中央祭壇（大正時代新調のもので2010年に火災に遭うが復旧された）とほぼ同じものとなりま
す。どちらも中央の屋根部分に八角ドームが載り、一番下段の花模様が日本的な植木鉢に植わった模様に
なっており、非常に独特で双方の関係に興味がもたれます。

　ところで頭ヶ島の教会堂は何故、石材を使って建てたのでしょうか。一説には発注者の大崎八重師が天
草出身であり、天草でも採れる砂岩に着目したためともいわれますが、それだけが理由ではないようです。
　設計者の鉄川與助は頭ヶ島教会堂を造る時期までには盛んにレンガを使った教会堂を建設していまし
た。頭ヶ島周辺の豊富な石材に着目したのは、ある意味自然ですが、ただそれだけの理由から石が使われ
た訳ではないようです。頭ヶ島教会堂は石造であることから、一見すると潤沢な資金で建設されたように
見えますが、当時の頭ヶ島の生活は厳しく、建設資金に大変苦労していました。それでも、限られた資金
で、立派で長く使える教会堂を建設したかったはずです。そこで、地元で産出され、それほど高価でない
砂岩に着目しました。また、単純な比較は出来ませんが、断面が縦横１尺（約30cm）で長さが一尋（ひ
とひろ：大人が両腕を広げた長さ）の石であれば、レンガを70 ～ 80個積まなくてはなりません。それは
重く運搬や加工が大変であることを差し引いても、部材数が少ないため、レンガ積みよりセメント使用量
も手間も掛からないと考えられます。加えて、単廊式の折上げ天井も部材数が少なく、それほど手間も材
料も掛からないように工夫されたデザインであるといえるかもしれません。小さなところでは窓の色ガラ
スのデザインが大柄なのも手間や部材数を減らすためかもしれませんし、通常はガラス窓の外部側に設け
る「よろい戸」も付けられていないことも建設費を抑えるためかもしれません。当時の建設費ですが、詳
しい記録は見つかっていないものの、例えば大きなレンガ造の教会堂が当時の１万円から２万円ほどで出
来たとすると頭ヶ島教会堂は郷土誌の記録では千円から二千円ほどで出来たようです。正確な金額は判り

内部装飾（持ち送り部の花模様） 内部の装飾（平天井部の花模様）内部の装飾（折り上げ部の花模様）
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ませんが、それほどまでの違いがあることが判ります。
　頭ヶ島では建設資金が厳しいことから地元の石を利用しようと考えたのだとみられますが、ただ身近に
石材があるだけではあれほど立派な教会堂を作ることは出来ないはずです。ちょうど頭ヶ島教会堂の建設
時期が幕末頃から始まった頭ヶ島を含めた周辺地域（上五島の崎浦地域）の砂岩を利用した石材業の最盛
期であったことも幸いしました。崎浦地域の砂岩は石畳舗装の原材料として長崎方面を中心として福岡方
面まで盛んに出荷されていた時期であり、崎浦地域の集落内においても盛んに砂岩が利用されていた時期
でもありました。この崎浦地域の石文化が成熟していた時期であったことに加え、鉄川與助の優れた技術
感覚と経済的な感性があったことから、少ない資金で立派な石造りの教会堂を作ることが可能であったと
いえるのではないでしょうか。当時の経済事情、価格の安い石材の産出、当時の加工技術、デザインセン
スとマネージメントに優れた技師の存在などの条件が揃ったことでこの石造教会堂が生まれたと考えられ
るのです。何かひとつのものが出来上がる時には必ず複数の要因の介在がありますが、正にその通りだと
思います。

頭ヶ島教会堂の小屋組構造 頭ヶ島教会堂の小屋組構造の図解

頭ヶ島天主堂　背面から 頭ヶ島天主堂　古い祭壇

頭ヶ島天主堂　外観 頭ヶ島天主堂　内部

この分空間が広がるこの分空間が広がる
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４　世界遺産の構成資産としての意味合い
　次に世界遺産の視点で頭ヶ島を考えてみることとします。「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」
という名称で2018年に世界文化遺産登録されましたが、頭ヶ島の訪問客の８割から９割は頭ヶ島天主堂そ
のものが世界遺産の構成資産であると思って来島されています。「この教会堂は国指定の重要文化財でと
ても大切な建物ですが、このたびの世界遺産とは全く無縁ではありませんが、カトリックになってからの
建物なので直接の関係はないのです。キリシタンが活動した集落そのものが世界遺産なのです。」と説明
するたびに驚かれることが多いのが現実です。「長崎の教会群」を世界遺産にしようとしたことから始
まっているので、勘違いされることはある程度仕方がないことと思いながらも、あらためて頭ヶ島集落の
世界遺産的な価値を説明するものの、十分な理解を得るまでには随分と時間がかかってしまいます。
　新上五島町の世界遺産の構成資産は「頭ヶ島の集落」ですが、構成資産は全部で12あり、その全てを
持って次にあげるひとつの価値を作り出しています。（これをシリアルノミネーションといいます）
　【「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」は、キリスト教が禁じられている中で長崎と天草地方に
おいて、日本の伝統的宗教や一般社会と関わりながら信仰を続けた潜伏キリシタンのあかしとなる遺産群
になります。それらの遺産は国内に宣教師が不在となってキリシタンが「潜伏」したきっかけや、信仰の
実践と共同体の維持のためにひそかに行なった様々な試み、そして宣教師との接触により転機を迎え、

「潜伏」が終わりを迎えるまでの歴史を物語る12の構成資産からなります。これらが長崎と天草地方の半
島や離島に点在しているのは、大航海時代にキリスト教が伝わったアジアの東端に当たる日本列島な中
で、最も集中的に宣教が行なわれたからにほかなりません。】
　これが長崎のキリシタン関連の世界遺産の価値付けなのですが、なかなか理解しづらい世界遺産といわ
れています。ここでは紙面の制約から全ての構成資産を説明出来ないので、構成資産のひとつである新上
五島町の「頭ヶ島の集落」の重要な点を三点あげます。
　第一点は信仰継承のための移住です。信仰継承を願い大村藩から五島などの離島に移住をしたキリシタ
ンですが、五島に渡った後も二回、三回と移住を繰り返し、若干の例外もありますが、おおむね現在の教
会堂のある土地に定着しました。これは、元々島に住む「地下（じげ）」と呼ばれる仏教徒たちとの軋轢
を避けるためで、条件の良い土地に住む「地下」と共生するためには「居付（いつき）」と呼ばれたキリ
シタンたちは居住条件の良くない土地に移らざるを得なかったのです。その最たる典型的な場所が、地勢
および社会的環境という観点からして「頭ヶ島の集落」であるといえます。頭ヶ島は海流などの自然環
境、水に乏しく農耕に不向きな土地、病人の療養地として使われた島、どれをとっても積極的に人が居住
したいと考えづらい土地でありますが、これらの条件こそ、潜伏信仰の継承という観点からすれば、きわ
めて適した環境であることになります。だからこそ短い時期ではありますが、キリシタンの一大拠点にな
り得た理由になるのです。すなわち、頭ヶ島は、密かな信仰、あるいは密かな組織を継承させるべく流浪
の旅を続けた、キリシタンの「最終的な安住の適地」といえるのです。また、頭ヶ島が安住地であった背
景には、開拓主導者であった儀太夫がキリシタンと薄々知りながらも大切な労働力として庇ったふしがあ
り、キリシタンも仏教徒である儀太夫と共に開拓をすることで、自らの宗門をカモフラージュすることが
でき、「お互い様」という関係であったことも一因となったとみられるのです。
　第二点は、キリシタン文化の移入です。キリシタンの移住元の大村藩外海地方では、石積み技術が大い
に成熟し、石積みの集落景観が生まれました。キリシタンが五島方面に移住したことで、人の動きととも
に様々な文化の動きも同時に惹き起こしたことは容易に推測が出来ます。そのひとつが石積みの文化であ
り、頭ヶ島の集落には、非常に手馴れた石垣や、石積み壁を持つ小屋、石を敷き並べた水路などが見られ
ます。この現在も見ることが出来る集落景観こそ、移住元の外海から移入された文化的景観といえるので
す。なお、頭ヶ島対岸側の崎浦地域には幕末から始まった石文化がありますが、こちらの石文化は商売と
しての石材業であり、自らの生活に使う石積みとは動機が違うし、そこにはキリシタンの関与もありませ
んので性格が異なります。
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　第三点は集落の置かれた場所の意味です。頭ヶ島は五島列島の最東端に位置します。移住元の大村藩は
一見すると、60km対岸のように思いますが、実は目の前の３kmにも満たない瀬戸を挟んだ平島は大村藩
になるのです。これらの意味は、本土側のキリスト教一大拠点である長崎の大浦天主堂に一番近く、連絡
が取り易いということに繋がります。その通りであれば、この頭ヶ島を選んだ理由が透けてきます。上五
島キリシタンの頭目と称されるドミンゴ松次郎がわざわざ自ら移住し、自宅を伝道所や仮聖堂として兼用
し開放したことは、この地理的条件まで考慮した上で、ここが五島側の拠点とするに相応しいとして選択
したとの推測が出来ます。ドミンゴ松次郎は相当な切れ者であったということから、あくまでも、ひとつ
の仮説になりますが、この選択こそが信仰継承のための重要戦略なのだといえないでしょうか。また、そ
の重要な指導者松次郎の自宅の場所ですが、外国人宣教師を迎えるにあたり、大切な人物と自らを守ると
いう基本姿勢が垣間見られます。指導者屋敷の場所は現在の教会堂の隣接地で白浜集落の海に向かう小さ
な谷の奥に位置し、三方を山に囲まれ、海側には信徒の家が並びます。さらに美しい海岸は伝染病で亡く
なった人々を埋葬した墓地であり、唯一開けた海岸も人が近づきにくい条件があり、その浜の向いには集
落を隠すように無人島が浮かびます。頭ヶ島の地理上の位置関係と白浜集落の集落環境というものは、潜
伏信仰の継承という点からは、正に万全の条件を備えた集落環境といえるのです。これこそが当時のキリ
シタンにとって一番重要な点になるのではないでしょうか。

５　見えないものが現れる
　「長崎の教会群」として登録推進していた時の構成資産であった石造の頭ヶ島天主堂はキリシタン時代
の指導者屋敷跡に隣接しますが、現在の頭ヶ島におけるシンボル的な教会堂の立地はこのような信仰継承
のための一種の策略ともいうべき計画に由来し、キリシタンからカトリックに引き継がれた歴史を象徴す
るものであるいうことが目に見えます。潜伏信仰ということで隠された信仰用具や儀式が多いのは当然で
すが、なかなかそれを表立って日の当たるように見せることは難しいことでもあります。この点が世界遺
産の説明において潜伏キリシタン遺産の理解を難しくしているのかもしれません。
　頭ヶ島ではロザリオやマリア観音のような信仰用具が全く残されていませんでしたが、このように頭ヶ
島においては隠された信仰が集落景観や集落構成を通して現われることが特徴でもあるのです。現在の教
会堂の置かれた場所を読み解くことによってこの集落と教会堂の関係性や秘められた歴史が見えてくるの
ではないでしょうか。この資産の見えない意味がこのようなところから現れて見えるのが「頭ヶ島の集
落」なのです。
　皆様も是非一度、上五島の頭ヶ島の集落とその石造教会堂を訪ねて、体感してみてはいかがでしょうか。

頭ヶ島・白浜集落の構成 頭ヶ島と長崎・平戸など周辺域との位置関係
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